






要約:アレルギー性疾患の発症予防のために,乳幼児期におけるアレルギーリスク児に対す

る早期発見,および早期対応の重要性が指摘されている。我々は平成元年度本研究の報告書

において,東京都墨田区における 3・4ヵ月乳児健康診査におけるアレルギー検診につき教

告したが,今回その後の経過について検討した。問診票，IgE,RAST(ダニ,HD,卵白,牛乳,大

豆)などの血液検査を実施し,その結果に基づき個々の症例にっき,保健指導や栄養指導を

行い,1 歳 6 ヵ月および 3歳まで経過を追った。 


